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『
戦
国
楚
簡
研
究

2
0
0
 
7
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
裕
四
十
五
号
〉
）

中
国
西
安
。
上
海
学
術
調
査
報
告

＿
、
詞
査
旅
程
の
概
要

二

0
0
七
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
二
日
に
か
け
て
、
戦
国

楚
簡
研
究
会
は
中
国
映
西
省
の
西
安
・
宝
鶏
、
お
よ
び
上
海
に
お

い
て
学
術
調
査
を
行
っ
た
。

二
0
0
一
年
以
来
、
本
研
究
会
は
、
上
海
博
物
館
の
訪
問
、
大

阪
大
学
に
お
け
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
清
華
大
学
、
武

漢
大
学
、
台
湾
大
学
、
東
呉
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際
学

会
へ
の
参
加
な
ど
、
国
際
的
な
学
術
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
き

た
。
今
回
の
調
査
は
、
一
昨
年
度
の
湖
北
省
荊
門
・
荊
州
地
区
の

学
術
調
査
、
昨
年
度
の
湖
南
省
長
沙
地
区
の
学
術
調
査
に
続
き
、

本
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
共
同
研
究
「
戦
国
楚
簡
の

総
合
的
研
究
」
（
科
学
研
究
跨
基
盤
研
究
B
、
二

0
0
五
年
度
ー
ニ

八
月
三
十
一
日

八
月
三
十
日

八
月
二
十
九
日

八
月

一
十
八
日

八
月
二
十
七
日

戦

国

楚

簡

研

究

0
0
八
年
度
、
代
表
者
・
湯
浅
邦
弘
）

も
の
で
あ
る
。

行
程
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
―
四
四
ー
一
1

ハ
し
頁

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た

関
西
国
際
空
港
に
集
合
。
空
路
、
上
海
を
経

由
し
て
、
西
安
へ
。
西
安
泊
。

午
前
、
西
安
城
壁
（
南
門
）
、
大
雁
塔
視
察
、

午
後
、
映
西
歴
史
博
物
館
訪
問
。
夕
、
箭
仲

舒
墓
視
察
。
夜
、
研
究
会
。
西
安
泊
゜

午
前
、
陽
陵
博
物
苑
訪
問
。
午
後
、
西
安
碑

林
見
学
。
夜
、
研
究
会
。
西
安
泊
°

秦
桶
博
物
館
訪
問
。
午
後
、
始
皇
帝
陵
見
学
、

半
域
博
物
館
訪
問
。
夜
、
研
究
会
。
西
安
泊
゜

西
安
か
ら
宝
為
に
向
け
て
移
動
。
途
中
、
周

会
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写
真

1

学
術
調
査
参
加
メ
ン
バ

ー

（西
安
城
壁
に
て
）

（
向
か
っ
て
左
か
ら
、
白

•

湯
浅

•

菅
本

・

浅
野

•

福
田
哲
之

•

竹
田

•

福
田
一
也
）

九
月
二
日

九
月

一
日

公
廟
見
学
。
午
後
、
宝
鶏
青
銅
器
博
物
館
訪

問
。
宝
鶏
泊
。

宝
鶏
発
、
西
安
咸
陽
空
港
か
ら
上
海
浦
東
国

際
空
港
へ
。
上
海
泊
゜

上
海
博
物
館
訪
問
。
夕
、

上
海
浦
東
国
際
空

港
か
ら
関
西
国
際
空
港
へ
。
関
西
国
際
空
港

に
て
解
散
。

参
加
者
は
、
本
研
究
会
設
立
時
か
ら
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
浅
野

裕
一
（
東
北
大
学
大
学
院
）

・
湯
浅
邦
弘
（
大
阪
大
学
大
学
院
）

．

福
田
哲
之
（
島
根
大
学
）

・
竹
田
健
二

（同）

・
菅
本
大
二
（
梅
花

女
子
大
学
）
に
加
え
、
通
訳
の
白
雨
田
（
大
阪
大
学
大
学
大
学
院

生
）
の
六
名
で
あ
る
。
こ
の
他
、
西
安

•

宝
鶏
に
お
け
る
調
査
に

の
み
、
北
京

•

清
華
大
学
に
留
学
中
の
福
田
一
也
（
日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
）
が
現
地
で
合
流
し
て
同
行
し
た
（
写
真
1
)。

西
安

•

宝
鶏
で
の
移
動
手
段
に
は
専
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用

、

中
国
国
内
で
の
全
行
程
に
同
行
す
る
ス
ル

ー

ガ
イ
ド
、
西
安
•
宝

鶏
で
の
ス
ポ
ッ

ト
ガ
イ
ド
と
併
せ
て
、
予
め
旅
行
社
を
通
じ
て
手

こ。
ー

己
し
酋

西
安
は
、
中
国
四
大
阻
の
―
つ
に
数
え
ら
れ
、
猛
暑
を
覚
悟
し

て
臨
ん
だ
が
、
意
外
に

も

、
西
安

•

上
海
と
も

、
最
高
気
温
二
十

六
＼

二
十
八
度
と
い
う
し
の
ぎ
や
す
い
気
温
で
、
す
べ
て
の
調
査

(145) 



写
真

2

西
安
城
壁
（
南
門

活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
予
想
以
上
の
充
実
し
た
成
果
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
調
査
旅
行
の
準
備
と
し
て
、
渡
航
一
ヶ
月
余
り
前
の
七

月
中
旬
、
訪
問
予
定
先
に
手
紙
を
送
り
、
来
訪
の

日
程
と
目
的
を

伝
え
た
。
筆
者
（
湯
浅
）
は
、
各
博
物
館
の
関
係
者
と
は
面
識
が

な
か
っ
た
が
‘
昨
年
刊
行
し
た
拙
著
『
戦
國
楚
簡
輿
秦
簡
之
思
想

史
研
究
』
（
台
湾

・
万
巻
楼
、
二

0
0
六
年
六
月
）
を
同
封
し
て
、

我
々
が
出
土
文
献
研
究
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
研
究
団
体
で

あ
る

こ
と
を
説
明
し
、
考
古
文
物
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
協
力
を

要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
各
博
物
館
か
ら
は
好
意
的
な
お
返

事
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
、
陽
陵
博
物
苑
、
秦
桶
博
物
館
か
ら
は

懇
切
な
返
信
が
あ
り
、
会
談
の
具
体
的
手
順
に
つ
い
て
御
教
示
を

い
た
だ
い
た
。

二
、
西
安

調
査
初
日
の
八
月

二
十
八
日
は
、
ま
ず
‘
宿
泊
先
ホ
テ
ル
（
長

安
城
堡
大
酒
店
）
の
目
の
前
に
あ
る
西
安
城
壁
を
視
察
し
た
（
写

真
2
)
。
西
安
城
壁
は
唐
の
長
安
城
を
基
に
明
代
に
構
築
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
周
囲
十
四
キ
ロ

。
縦
（
南
北
）
が
や
や
短
く
、
横
（
東

西
）
が
や
や
長
い
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
。
城
壁
の
高
さ
は
十
二

（
湯
浅
邦
弘

(146) 



メ
ー
ト
ル
、
城
壁
上
部
の
幅
は
十
二

S
十
四
メ
ー
ト
ル
、
基
底
部

の
幅
は
十
五
＼
十
八
メ
ー
ト
ル
と
い
う
重
厚
な
構
え
。
現
存
す
る

古
代
城
壁
の
中
で
は
、
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
我
々
が
視
察

し
た
の
は
、
南
門
（
永
寧
門
）
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
あ
る
。
南
門

に
登
る
と
、
城
壁
と
城
市
の
壮
大
な
規
模
が
実
感
で
き
た
。

へ

ん

そ

う

ほ

う

せ

さ

ま
た
、
南
門
の
下
に
は
、
雲
梯
、
偏
箱
車
、
拠
石
機
な
ど
の
複

製
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
古
代
兵
器
は
、
『
武
備
志
』

『
三
才
図
会
』
な
ど
に
画
像
資
料
は
残
っ
て
は
い
る
が
、
今
ひ
と

つ
形
を
把
握
し
に
く
く
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
複

製
品
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。
巨
大
な
城
壁
と
兵
器
の
レ
プ
リ
カ

に
よ
り
、
古
代
城
市
を
め
ぐ
る
攻
防
戦
に
し
ば
し
思
い
を
馳
せ
た
。

続
い
て
、
昼
前
に
訪
れ
た
の
は
、
市
内
の
大
雁
塔
（
慈
恩
寺
）

で
あ
る
。
慈
恩
寺
は
、
唐
の
高
祖
李
淵
が
、
そ
の
母
・
文
徳
皇
后

を
供
獲
す
る
た
め
に
、
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
に
建
立
し
た

仏
教
寺
院
で
あ
る
。
大
雁
塔
は
、
そ
の
寺
院
内
に
あ
る
高
さ
六
十

四
メ
ー
ト
ル
の
四
角
七
層
の
塔
。
玄
柴
が
イ
ン
ド
か
ら
持
ち
帰
っ

た
仏
典
を
保
管
す
る
た
め
、
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
塔
の
入
り
口
に
は
、
唐
の
太
宗
李
世
民
が
玄
柴

三
蔵
の
翻
訳
し
た
経
典
の
た
め
に
記
し
た
「
大
唐
三
蔵
聖
教
序
碑
」

と
、
高
宗
李
治
が
記
し
た
「
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
碑
」
が
見
ら
れ

た
。
い
ず
れ
も
猪
遂
良
の
筆
（
楷
書
）
で
あ
る
。
こ
の
大
雁
塔
は
、

一
九
六
一
年
に
国
家
第
一
級
重
点
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。午

後
は
、
大
雁
塔
の
西
に
位
置
す
る
映
西
歴
史
博
物
館
を
訪
問

し
た
。
こ
の
博
物
館
は
、
一
九
九
一
年
六
月
の
開
館
。
敷
地
七
万

平
方
メ
ー
ト
ル
、
収
蔵
品
三
十
七
万
五
千
点
、
国
家
一
級
文
物
七

六
二
件
、
国
宝
十
八
件
を
誇
る
、
中
国
有
数
の
博
物
館
で
あ
る
。

展
示
室
は
時
代
順
に
四
室
に
分
か
れ
て
お
り
、
先
史
時
代
の
彩
陶
‘

殷
周
時
代
の
青
銅
器
、
漢
•
唐
時
代
の
金
銀
器
、
唐
三
彩
に
代
表

さ
れ
る
陶
桶
、
壁
画
な
ど
に
特
色
が
あ
る
。

予
め
、
来
訪
の
時
刻
を
伝
え
て
い
た
の
で
、
我
々
は
到
着
後
直

ち
に
館
長
室
に
招
か
れ
、
成
建
正
館
長
と
約
五
十
分
に
わ
た
っ
て

会
談
し
た
（
写
真
3
)
。
こ
の
会
談
で
は
、
博
物
館
の
概
要
や
周
辺

陵
墓
の
様
子
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
特
に
興
味
深
く

感
じ
ら
れ
た
の
は
、
始
皇
帝
陵
や
茂
陵
（
前
漠
武
帝
の
陵
墓
）
の

発
掘
計
画
が
現
時
点
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

皇
帝
級
の
陵
墓
を
軽
率
に
発
掘
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
保
守
的

精
神
と
と
も
に
、
仮
に
発
掘
し
た
場
合
、
予
想
さ
れ
る
膨
大
な
出

土
品
の
保
存
や
調
査
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
情
に
よ
る
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
著
名
な
明
の
十
三
陵
で
は
、
出
土
品
の
四
十
パ
ー
セ

ン
ト
が
亡
侠
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
我
々
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
簡
韻
資
料
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
、
博
物
館
に
は
該
当
資
料
が
な
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
西
安
地
区
の
気
候
・
地
質
が
影
郷
芦
し
、
簡
韻

(147) 



写
真

3

映
西
歴
史
博
物
館
（
中
央
が
成
建
正
館
長
）

亀

が
残
り
に
く
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
簡
韻
資
料
が
二
千
年
の
時

を
越
え
て
よ
み
が
え
る
の
は
、
湖
北
省

•

湖
南
省
の
よ
う
な
涅
潤

な
地
か
、
あ
る
い
は
、
極
度
な
乾
燥
地
帯
な
の
で
あ
る
。

二
時
間
あ
ま
り
の
博
物
館
訪
問
を
終
え
て
、
ホ
テ
ル
ヘ
の
帰
途
‘

西
安
城
内
の
癒
仲
舒
墓
を
視
察
し
た
（
後
述
）
。

翌
八
月

二
十
九
日
は
、
ホ
テ
ル
を
午
前
九
時
に
出
発
。
約

一
時

間
で
西
安
北
郊
の
陽
陵
博
物
苑
に
到
着
し
、
晏
新
志
館
長
、
王
保

平
副
館
長
と
会
談
し
た
（
写
真

4
)
。

一
九
九

0
年
、
西
安
咸
陽
国
際
空
港
に
至
る
嵩
速
道
路
を
建
設

し
て
い
た
際
、
陽
陵
の
陪
葬
坑
が
発
見
さ
れ
、
約
十
万
点
の
文
物

が
出
土
し
た
。
陽
陵
と
は
、
「
文
景
の
治
」
と
し
て
讃
え
ら
れ
る
前

漢
景
帝
（
在
位
紀
元
前

一
五
七

s
一
四
一
）
と
王
皇
后
の
同
翌
異

穴
（
墓
域
を
同
じ
く
し
苗
率
室
を
異
に
す
る
）
合
葬
墓
で
あ
る
（
写

真
5
)
。
陽
陵
博
物
苑
は
こ
の
陪
葬
坑
の
発
見
を
受
け
て
創
設
さ
れ
、

大
規
模
な
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。
陵
苑
全
体
は
、
東
西
約
十

キ
ロ

、
南
北

一
＼
三
キ
ロ
、
総
面
積
二

十
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
。
陵
区
の
主
要
な
造
跡
は

、

皇
帝

•

皇
后
陵
、
南
北

の
陪
葬

墓
、
建
築
造
跡
、
刑
徒
墓
地
な
ど
か
ら
な
る
。

一
九
九
九
年
に
陳
列
館
が
竣
工
、
約
二
千
点

の
出
土
資
料
の
展

示
が
始
ま
り
、
二

O
O
一
年
に
は
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
に
指

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
二

0
0
六
年
に
は
、
陪
葬
墓
の
展
示
館
が
完

(148) 



写
真

4

陽
陵
博
物
苑

（
後
列
左
か
ら
三
番
目
が
晏
新
志
館
長
、

四
番
目
が
王
保
平
副
館
長
）

写
真

5

陽
陵

(149) 



写
真

6

陽
陵
博
物
苑
展
示
の
人
涌

成
し
た
。
自
然
の
景
観
を
保
護
す
る
た
め
、
半
地
下
の
展
示
室
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
透
明
度
と
強
度
に
す
ぐ
れ
た
ス
ロ
バ
キ
ア

製
の
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
、
計
十
三
の
陪
葬
坑
の
上
を
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
陪
葬
坑
は
最
長
の
も
の
で
九
十
四
メ
ー
ト
ル、

第
十
二
号
坑
は
八
メ
ー
ト
ル
と
短
い
が
車
馬
坑
と
な
っ
て
お
り
、

車
馬
の
複
製
品
が
置
か
れ
て
い
た
。

会
談
で
は
、
陽
陵
の
概
説
を
う
か
が
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
や
は

り
簡
阻
資
料
は
ま
っ
た
く
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
裏

づ
け
る
の
は
、
陪
葬
墓
か
ら
出
土
し
た
約
千
体
の
裸
体
桶
で
あ
る

（写
真
6
)
。
秦

の
兵
馬
桶
と
は
異
な
り
、
約
三
分
の
一
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
で
、
ま
た
造
形
的
に
も
簡
素
な
人
涌
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目

さ
れ
た
の
は
‘
す
べ
て
の
人
桶
の
両
腕
が
な
い
点
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
体
の
部
分
が
陶
製
で
あ
る
の
に
対
し
、
両
腕
は
可
動
式
の
木

製
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
も
と
も
と
桶
が
身
に
つ
け
て
い
た
衣

服
と
木
製
の
両
腕
と
は
す
べ
て
朽
ち
て
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
地
区
が
簡
団
資
料
の
保
存
に
適
さ

な
い
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
了
解
さ
れ
た
。

そ
の
後
‘
博
物
館
の
武
子
栄
女
史
の
案
内
で
、
館
内
の
展
示
品
‘

お
よ
び
景
帝
陵
の
南
問
門
を
視
察
し
た
（
写
真
7
)
。
問
門
と
は
、

陵
墓
を
囲
む
方
形
四
周
の
土
壁
の
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
中
央
に
築

か
れ
た
門
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
、
こ
の
内
の
南
閥
門
遺
跡
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
二

O
O
一
年
に
は
、
そ
の
復
元
・
保
護
の
た
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写
真
7

め
の
南
閲
門
保
護
陳
列
庁
が
建
設
さ
れ
た
。
南
問
門
は
景
帝
陵
（

一

辺
百
八
十
メ
ー
ト

ル
、
古
向
さ
三
十

一
メ
ー
ト
ル
）
の
封
土
の
南
端

か
ら
百
二
十
メ
ー
ト

ル
の
地
点
に
あ
っ
た
大
門
で
、
発
掘
さ
れ
た

闊
門
と
し
て
は
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。

午
後
は
、
西
安
市
内
に
帰
り
、
碑
林
を
見
学
し
た
。
こ
こ
は
、

も
と
の
孔
子
廟
を
、
石
碑

・

墓
碑

•

石
刻
資
料
の
博
物
館
と
し
た

も
の
で
、
碑
林
そ
の
も
の
の
創
建
は
北
宋
の
元
祐
二
年

(
1
0
八

七
）
に
遡
る
。
一

九
三
八
年
に
碑
林
研
究
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、

景
帝
陵
の
南
閥
門

写
真
8

拓
本
製
作
（
西
安
碑
林
博
物
館
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写
真
9

秦
桶
博
物
館
（
左
端
が
呉
永
瑛
館
長

一
九
四
四
年
に
映
西
省
歴
史
博
物
館
と
し
て
開
館
。
そ
の
後
、
西

北
歴
史
陳
列
館
、
西
北
歴
史
博
物
館
、
映
西
省
歴
史
博
物
館
と
改

称
さ
れ
、

一
九
九
三
年
に
西
安
碑
林
博
物
館
と
な
っ
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

敷
地
内
は
、
孔
廟
、
碑
林
、
石
刻
芸
術
室
に
区
分
さ
れ
、
総
面

積
は
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
余
り
、
収
蔵
文
物
は
一
万
一
千
点
で
あ

る
。
こ
の
内
、
碑
室
は
全
七
室
か
ら
な
り
、
三
千
五
百
点
の
石
碑

の
内
、
約
千
点
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。
著
名
な
開
成
石
経
（
第

一
室
）
、
石
台
孝
経
（
石
台
孝
経
亭
に
別
置
）
、
窯
平
石
経
残
石
（
第

三
室
）
、
孔
子
廟
堂
碑
（
同
）
、
顔
氏
家
廟
碑
（
第
二
室
）
な
ど
を

実
見
し
た
が
‘
拓
本
製
作
の
実
演
を
見
学
で
き
た
の
も
収
穫
で
あ

っ
た
（
写
真
8
)
。

調
査
三
日
目
と
な
る
八
月
三
十
日
は
、
ホ
テ
ル
を
八
時
に
出
発
。

約
一
時
間
で
、
秦
桶
博
物
館
に
到
着
し
た
。
秦
の

兵
馬
桶
を
展
示

す
る
秦
桶
博
物
館
は
、
西
安
市
街
か
ら
東
に
約
五
十
キ
ロ
、
始
皇

帝
陵
の
東
約
一
．
五
キ
ロ
の
地
点
に
位
置
す
る
。

事
前
連
絡
の
通
り
、
我
々
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
博
物
館
の
玄

関
に
横
付
け
す
る
よ
う
誘
導
さ
れ
、
す
ぐ
に
呉
永
瑣
館
長
と
面
会

し
た
（
写
真
9
)
。
秦
桶
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
資

料
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
一
九

七
四
年
三
月
に
西
安
市
臨
滝
区
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
秦
の
兵
馬
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写
真

10

兵
馬
桶
（
一
号
坑

桶
は
、

一
九
八
七
年
に
中
国
で
初
め
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

（
現
在
、
中
国
国
内
の
世
界
造
産
は
計
三
十
四
）
。
出
土
文
物
は
約

六
万
点
‘
一
号
坑
（
歩
兵
、
車
兵
）
、
二
号
坑
（
車
兵
、
歩
兵
、
騎

兵）
、
三
号
坑
（
司
令
部
）

、
銅
車
馬
坑
を
併
せ
て
、
現
在
、
八
千

体
余
り
の
兵
馬
桶
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

呉
館
長
と
の
会
談
で
は
、
簡
瞬
資
料
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
や
は
り
こ
こ
で
も
、
簡
韻
資
料
は
一
切
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

兵
馬
桶
が
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
木
製
兵
器
も
、
す
べ
て
腐

っ
て
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

会
談
後
、
研
究
員
の
秦
仙
梅
女
史
の
案
内
に
よ
り
、
第

一
号
坑

か
ら
順
に
館
内
を
視
察
し
た
（
写
真
10)
。
こ
こ
で
我
々
は
、

一
般

観
光
客
と
は
異
な
る
特
別
観
覧
を
許
さ
れ
た
。
東
西
二
百
十
メ
ー

ト

ル
、
南
北
六

ニ
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
四

•

五
＼
六
メ
ー
ト

ル
と
い
う

最
大
の
兵
馬
桶
坑
で
あ
る
一
号
坑
は
、
約
六
千
体
の
兵
馬
桶
の
上

が
体
育
館
の
よ
う
な
大
屋
根
で
毅
わ
れ
て
お
り
、
通
常
は
、
こ
れ

を
二
階
観
覧
席
か
ら
見
る
よ
う
な
形
に
な
る
。

つ
ま
り
、
相
当
高

い
位
置
か
ら
兵
馬
桶
を
俯
鰍
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
我
々

は
一
段
低
い
観
覧
席
に
招
か
れ
‘
兵
篤
桶
を
か
な
り
低
い
位
置
か

ら
視
察
で
き
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
‘
一
号
坑
の
右
手
奥
の
方
に
導

か
れ
た
我
々
は
、
墓
坑
に
隣
接
す
る

一
角
に
立
ち
入
る
こ
と
を
許

さ
れ
た
の
で
あ
る
（
写
真
11)
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
桶
の
詳
細
を
直

接
肉
眼
で
確
認
で
き
、
桶
に
刻
ま
れ
た
職
工
の
サ
イ
ン
と
思
わ
れ

(153 ) 



写
真
11

兵
馬
桶
特
別
観
覧

る
文
字
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
兵
士
桶
と
並
ん
で
み
て
‘

初
め
て
そ
の
大
き
さ
も
実
感
で
き
た
。

視
察
を
終
え
た
後
、
兵
馬
桶
の
第
一
発
見
者
で
あ
る
楊
志
発
氏

の
サ
イ
ン
入
り
の
図
録
を
購
入
し
て
、
秦
桶
博
物
館
を
後
に
し
た
。

な
お
、
日
本
で
初
め
て
本
格
的
な
兵
馬
桶
展
が
開
催
さ
れ
た
の

は
、
一
九
八
三
年
十
月

S
十
一
月
の
大
阪
築
城
四
百
年
ま
つ
り
特

別
展
示
（
大
阪
城
公
園
）
で
あ
る
。
以
来
、
規
模
の
大
小
に
差
は

あ
っ
て
も
、
幾
度
か
の
展
示
を
重
ね
て
い
る
が
、
近
年
開
催
さ
れ

た
も
の
と
し
て
は
、
「
秦
の
始
皇
帝
と
兵
馬
桶
展
」
（
二

0
0
0
年

三
月
S
十
月
、
山
形
美
術
館
ほ
か
）
、
「
始
皇
帝
と
彩
色
兵
馬
桶
展
」

（
二
0
0
六
年
八
月

S
二

0
0
七
年
七
月
、
江
戸
東
京
博
物
館
、

京
都
文
化
博
物
館
ほ
か
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
図
録
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。

昼
食
後
は
‘
始
皇
帝
陵
に
向
か
っ
た
。
秦
桶
博
物
館
を
満
喫
し

て
始
皇
帝
陵
を
素
通
り
す
る
観
光
客
が
多
い
た
め
か
、
こ
こ
に
は
、

所
々
に
「
先
拝
始
皇
后
看
兵
」
（
始
皇
帝
陵
を
参
拝
し
て
か
ら
兵

馬
桶
を
見
ま
し
ょ
う
）
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
始
皇
帝
陵

は
高
さ
七
六
メ
ー
ト

ル
の
頂
上
ま
で
登
れ
る
よ
う
石
段
が
築
か
れ

て
い
る
が
、
あ
い
に
く
の
小
雨
ま
じ
り
の
天
候
で
、
我
々
は
墳
丘

の
途
中
ま
で
で
引
き
返
し
た
。

そ
の
後
、
西
安
市
内
へ
の
帰
途
、
半
披
博
物
館
を
訪
問
し
た
。

こ
こ
は
、

一
九
五
二
年
に
発
見
さ
れ
た
新
石
器
時
代
の
遺
跡
約
五
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万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、
そ
の
ま
ま
博
物
館
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

居
住
区
、
環
濠
、
墓
地
な
ど
を
そ
の
ま
ま
大
屋
根
で
覆
っ
て
展
示

し
て
い
る
。
半
披
は
、
約
六
千
年
前
の
母
系
氏
族
社
会
の
原
始
村

落
造
跡
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
人
面
や
各
種
記

号
の
描
か
れ
た
陶
器
で
あ
る
。
陶
器
に
記
さ
れ
た
種
々
の
記
号
は
、

文
字
の
起
源
と
し
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
我
々
は
、
そ
の
陶
器

の
中
で
も
最
も
著
名
な
「
彩
陶
人
面
魚
文
鉢
」
の
レ
プ
リ
カ
を
購

入
し
た
。
ま
た
、
発
見
さ
れ
た
二
五
〇
余
り
の
墓
の
内
、
北
西
向

き
に
作
ら
れ
た
成
人
墓
群
や
、
夫
婦
や
家
族
の
合
葬
筵
の
実
例
が

見
ら
れ
た
点
な
ど
は
、
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
西
安
地
区
の
学
術
調
査
で
、
多
く
の
考
古
文
物
を

実
見
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
簡
閥
資
料
は
ま
っ
た
＜

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
竹
簡
は
お
ろ
か
、
墓
坑
内
の

棺
惇
や
木
製
品
す
ら
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
唯
一
の
例
外
は
、

映
西
歴
史
博
物
館
に
展
示
し
て
あ
っ
た
秦
公
一
号
大
墓
の
外
郭
の

一
部
の
み
で
あ
っ
た
。
文
字
と
い
え
ば
、
青
銅
器
の
金
文
、
封
泥

や
瓦
当
、
陶
器
、
印
章
の
文
字
で
あ
り
、
我
々
が
研
究
し
て
い
る

竹
簡
や
木
簡
の
文
字
資
料
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
先
述
の
通
り
、
こ
の
地
区
の
気
候
・
地
質
が
簡
屈
の

長
期
保
存
に
適
さ
な
い
た
め
で
あ
り
、
今
後
、
仮
に
始
皇
帝
陵
や

陽
陵
‘
茂
陵
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
も
、
簡
閥
文
字
賓
料
が
発
見
さ

れ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
は
、
湖
北
省
・
湖
南
省
か
ら
発
見
さ
れ
た
大
鼠
の
簡
閥
資
料
が

い
か
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
を
、
逆
に
物
語
っ
て
い
る
。
郭
店

楚
墓
竹
簡
や
上
博
楚
簡
の
出
土
は
、
当
地
の
気
候
と
地
質
が
も
た

ら
し
た
―
つ
の
奇
跡
な
の
で
あ
る
。

三
、
董
仲
舒
墓

（
湯
浅
邦
弘
）

八
月
二
十
八
日
午
後
、
映
西
歴
史
博
物
館
の
見
学
お
よ
び
館
長

と
の
会
談
を
終
え
た
の
は
、
現
地
時
間
で
ち
ょ
う
ど
午
後
四
時
過

ぎ
だ
っ
た
。
映
西
省
あ
た
り
か
ら
簡
閥
資
料
が
出
土
す
る
見
込
み

は
な
い
と
館
長
に
断
言
さ
れ
た
我
々
は
ガ
ッ
ク
リ
と
肩
を
落
と
し

つ
つ
博
物
館
を
後
に
し
た
。
こ
の
日
の
予
定
は
こ
れ
で
終
わ
り
で

あ
る
。
だ
が
、
ホ
テ
ル
に
帰
る
に
は
少
々
早
い
時
間
で
あ
る
。
ホ

テ
ル
ヘ
の
帰
途
つ
い
で
に
、
ど
こ
か
見
に
行
き
ま
す
か
と
い
う
声

に
、
「
董
仲
舒
の
墓
が
あ
る
ら
し
い
の
で
す
が
」
と
切
り
出
し
た
の

は
筆
者
で
あ
っ
た
。

今
年
度
の
中
国
映
西
省
に
お
け
る
学
術
調
査
の
中
心
地
は
、
西

安
で
あ
っ
た
。
旅
客
券
の
手
配
な
ど
を
お
願
い
し
た
旅
行
社
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
封
筒
に
は
、
小
さ
く
折
り
た
た
ん
だ
「
西
安
観
光

図
」
と
い
う
日
本
語
版
の
市
街
地
図
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。
市
街
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地
に
明
代
の
城
壁
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
側
聞
し
て
い
た
が
、

ど
の
よ
う
な
街
か
は
詳
し
く
知
ら
な
か
っ
た
。
少
し
は
予
習
で
も

と
思
い
、
そ
の
市
街
図
を
開
い
て
み
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
ま

ず
目
に
つ
い
た
の
が
「
葉
仲
舒
の
墓
」
だ
っ
た
。
西
安
城
内
の
南

東
の
端
に
そ
の
場
所
は
記
さ
れ
て
い
た
。
菰
仲
舒
と
い
え
ば
、
前

漠
武
帝
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
儒
学
の
国
教
化
の
立
役
者
で
あ
る
。

中
国
思
想
史
に
必
ず
登
場
す
る
思
想
家
の
一
人
で
あ
る
。
『
漢
書
』

菫
仲
舒
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
は
故
郷
の
広
川
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
子
孫
が
茂
稜
に
暮
ら
し
た
と
あ
る
。
地
図
上
で
は

「
墓
」
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
「
廟
」
で
あ
り
、
西
安
の
城
下

に
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
彼
が
儒
教
国
家
中
国
に

お
い
て
果
た
し
た
功
績
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、
い
わ
ゆ
る
文
化
大
革
命
の
批
林
批
孔
の
嵐
に
よ
っ
て
取
り

壊
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
心
配
も
あ
っ
た
。
ど
の
よ

う
な
姿
で
残
存
し
て
い
る
の
か
不
明
だ
が
、
も
し
見
学
で
き
る
の

な
ら
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
の
が
出
発
前
の
気
持
ち
だ
っ
た
。

筆
者
の
提
案
は
す
ん
な
り
と
同
行
メ
ン
バ
ー
に
は
了
承
さ
れ
た

の
だ
が
、
専
用
バ
ス
の
運
転
手
が
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
は
知
ら
な
い

と
言
う
。
現
体
制
の
中
国
な
ら
ば
さ
も
あ
り
な
ん
と
地
図
を
見
せ

た
の
だ
が
、
ホ
テ
ル
に
送
っ
て
仕
事
は
終
わ
り
と
思
っ
て
い
た
運

転
手
は
、
行
く
の
を
渋
っ
た
。
近
く
で
下
ろ
し
て
く
れ
た
ら
後
は

歩
い
て
い
く
か
ら
と
い
う
こ
と
で
な
ん
と
か
話
は
つ
き
、
降
ろ
さ

れ
た
の
が
碑
林
博
物
館
の
前
だ
っ
た
。
地
図
で
見
る
と
確
か
に
近

い
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
こ
こ
か
ら
優
に
三
十
分
は
炎
天
下
を

歩
か
さ
れ
た
。
地
図
上
で
は
、
西
安
城
の
南
端
の
城
壁
を
背
に
し
、

「
東
倉
門
」
と
い
う
通
り
と
「
和
平
路
」
と
い
う
大
通
り
に
は
さ

ま
れ
た
一
角
に
、
そ
の
地
点
は
あ
る
。
途
中
何
度
か
地
元
の
人
た

ち
に
確
認
し
た
が
、
今
で
も
あ
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
地

点
と
し
て
は
こ
の
先
だ
と
い
う
答
え
だ
っ
た
。
な
ん
と
か
そ
れ
ら

し
き
場
所
に
着
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
人
民
解
放
軍
の
施
設
の

看
板
が
掲
げ
て
あ
り
、
そ
の
左
手
に
重
々
し
い
屋
根
作
り
の
壁
面

に
囲
ま
れ
た
建
物
が
あ
っ
た
。
見
る
か
ら
に
「
廟
」
で
あ
る
。
人

民
解
放
軍
の
看
板
に
お
び
え
つ
つ
、
そ
の
重
々
し
げ
な
建
物
の
正

門
に
向
か
っ
て
み
る
と
、
門
の
横
に
は
「
董
仲
所
墓
」
と
い
う
石

標
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

写
真
1
2
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
上
記
に
は
「
映
西
省
第
一
批
重

点
文
物
保
護
単
位
」
と
あ
り
、
下
記
に
は
「
映
西
省
人
民
委
員
会

一
九
五
六
年
八
月
六
日
公
布
映
西
省
西
安
市
人
民
政
府
立
」
と

あ
っ
た
。
だ
が
、
門
に
は
「
半
加
索
撮
影
基
地
（
ピ
カ
ソ
撮
影
ス

タ
ジ
オ
と
い
う
こ
と
か
）
」
と
い
う
看
板
が
立
て
か
け
て
あ
り
、
廟

を
利
用
し
て
写
真
ス
タ
ジ
オ
が
営
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ

の
店
の
人
に
交
渉
し
て
中
に
入
ら
せ
て
も
ら
う
と
、
廟
（
ス
タ
ジ

オ
）
の
中
に
は
写
真
1
3
に
あ
る
よ
う
に
、
董
仲
舒
の
大
き
な
肖
像

画
が
か
け
て
あ
り
、
今
で
も
そ
こ
が
葉
仲
舒
の
廟
だ
っ
た
と
い
う

(156) 



写
真

12

董
仲
舒
墓
の
石
標

問
け
ば
‘

自
覚
は
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。

仲
舒
の
墓
は
あ
る
と
い
う
。

裏
手
に
ま
わ
る
と
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
壁
で
囲
ん
だ
中
に
盛
り

土
が
あ
り
（
写
真
14
)
、
そ
の
正
面
に
写
真
で
は
上
手
く
写
ら
な
か

っ
た
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
で
保
護
さ
れ
た
「
漢
董
仲
舒
之
墓
」

と
い
う
一
畳
弱
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
横

に
は
何
枚
も
の
倒
さ
れ
た
り
折
ら
れ
た
り
し
た
石
碑
の
石
板
が
立

て
か
け
ら
れ
た
り
、
重
ね
て
置
か
れ
て
い
た
（
写
真

15)
。
そ
の
中

そ
の
建
物
の
裏
側
に
、
董

(157) 



写
真

14

写
真

15
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に
「
重
建
董
子
廟
記
」
と
題
さ
れ
た
石
碑
文
が
あ
り
、
こ
こ
が
再

建
さ
れ
た
廟
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
（
図

16)
。
残
念
な
が
ら
、

そ
の
石
碑
も
半
分
に
折
ら
れ
て
お
り
、
全
文
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
‘
末
尾
に
刻
ま
れ
た
年
号
は
「
康
煕
五
十
三
年
」
と
あ
っ
た

記
憶
が
あ
る
。
そ
の
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
、

一
七

―
四
年
に
重
建

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
約
三

0
0
年
が
経
過
し

て
い
る
。
三

0
0

年
の
時
を
経
た
建
物
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
た
し

か
に
周
囲
の
壁
の

造
り
や
正
面
門
の
重
々
し
さ
は
そ
れ
な
り
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

写
真
16

と
題
さ
れ
た
石
碑

風
合
い
で
あ
っ
た
。

思
い
つ
き
で
訪
れ
、
な
お
か
つ
夕
刻
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
倒

れ
た
石
碑
な
ど
を
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
も
し

も
ま
た
西
安
を
訪
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
も
う

一
度
参
詣
し
た
い

と
切
に
思
わ
せ
る
場
所
だ

っ
た
。
ち
な
み
に
グ
ー
グ
ル
の
航
空
写

真
で
西
安
を
検
索
し
、
地
図
に
示
さ
れ
て
い
る
辺
り
を
見
て
み
る

と
、
そ
こ
だ
け
が
五

0
メ
ー
ト

ル
四
方
の
緑
地
幣
と
し
て
確
認
で

き
た
。四

、
岐
山
周
公
廟

（
菅
本
大
二
）

調
査
第
四
日
目
の
八
月
三
十

一
日
朝
‘
我
々
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
乗
り
込
ん
で
西
安
を
離
れ
、

小
雨
の
降
る
中
、
高
速
道
路
を
西

に
向
か
っ
て
宝
鶏
市
へ
移
動
し
た
。

途
中
で

一
度
高
速
道
路
を
降
り
て
、
岐
山
県
の
周
公
廟
を
短
時

間
視
察
し
た
。
西
安
か
ら
西
に
約

一
五

0
キ
ロ
離
れ
た
あ
た
り
で

あ
る
。「

周
公
廟
を
訪
れ
る
外
国
人
は
少
な
い
」
と
話
す
現
地
ガ
イ
ド

と
運
転
手
は
、
周
公
廟
へ
の
道
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

新
し
い
道
路
が
最
近
で
き
た
た
め
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
金

所
や
道
端
で
現
地
の
人
に
何
度
も
道
を
尋
ね
て
、
よ
う
や
く
周
料
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公
廟
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
道
中
、
黄
士
に
広
が
る
ト
ウ

ヤ
オ
ト
ン

モ
ロ
コ
シ
畑
が
見
え
、
ま
た
既
に
人
が
住
ん
で
い
な
さ
そ
う
な
窟
桐

も
い
く
つ
か
見
え
た
。

こ
の
周
公
廟
は
、
唐
の
高
祖
が
創
建
し
た
周
公
祠
が
始
ま
り
だ

と
い
う
。
広
い
構
内
に
入
っ
て
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
一
階
部
分
が
土

産
物
屋
に
な
っ
て

い
る
楽
楼
を
通
り
抜
け
る
と
、
大
き
な
周
公
旦

の
石
像
が
建
て
ら
れ
て
い
た
（
写
真

17)
。
比
較
的
新
し
い
こ
の
石

像
は
、
両
手
で
巻
物
を
持
つ
姿
を
し
て
お
り
、
そ
の
巻
物
は
‘
ど

写
真

17

周
公
像
そ
の
背
後
は
八
卦
亭

".―
 -

1
 

{
.
 

う
も
竹
簡
を
巻
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

石
像
の
す
ぐ
後
に
は
、
天
井
に
易
の
八
卦
や
太
極
の
図
が
描
か

れ
た
八
卦
亭
が
あ
り
、
更
に
奥
へ
進
ん
で
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
周

公
旦
を
祭
る
周
公
殿
が
あ
る
。
案
内
板
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
周
公

殿
の
建
物
は
明
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

周
公
殿
の
左
右
に
は
‘
召
公
と
太
公
望
呂
尚
と
を
そ
れ
ぞ
れ
祭

る
召
公
殿

・
太
公
殿
が
‘
ま
た
周
公
殿
に
向
か
っ
て
右
手
の
後
ろ

に
は
、
周
の
始
祖
と
さ
れ
る
后
稜
の
母

・
姜
垣
を
祭
る
姜
姫
殿
が

建
っ
て
い
た
。
筆
者
は
見
落
と
し
た
の
だ
が
‘
后
稜
を
祭
る
后
稜

殿
も
別
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

周
公
廟
の
あ
る
岐
山
県
か
ら
扶
風
県
に
か
け
て
の
、
周
原
と
呼

ば
れ
る

一
帯
は
、
周
王
朝
発
祥
の
地
で
あ
り
、
ま
た
春
秋
戦
国
時

代
の
秦
の
根
拠
地
で
も
あ
っ
た
。
付
近
に
は
、
大
型
の
周
墓
や
大

量
の
甲
骨
片
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
周
公
廟
造
跡
、
ま
た
扶
風
県
に

は
、
そ
の
名
も
周
原
博
物
館
が
あ
る
が
‘
今
回
は
時
間

の
関
係
で

立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
竹
田
健
二
）
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写
真

18

宝
鶏
青
銅
器
博
物
館
の
正
面

五
、
宝
鶏
青
銅
器
博
物
館

周
公
廟
の
視
察
を
終
え
て
宝
鶏
市
内
に
移
動
し
た
我
々
は
、

昼

食
の
後
‘
宝
鶏
青
銅
器
博
物
館
を
訪
問
し
た
。

雨
は
上
が
り
、

青

空
が
広
が
っ
て

い
た
。
今
回
の
調
査
で
、
こ
れ
ほ
ど
き
れ
い
に
晴

れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
。

博
物
館
の
建
物
は
、
全
体
と
し
て
青
銅
器
の
形
を
摸
し
て
お
り

（写
真
18)
、
そ
の
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
「
宝
鶏
青
銅
器
博
物

館
」
の
館
名
は
、
郭
沫
若
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
博
物
館
の
古

い
写
真
を
見
る
と
、
壁
面
に
あ
る
の
は
こ
の
館
名
だ
け
だ
が
、
現

在
は
江
沢
民
が
書
い
た
「
青
銅
器
之
郷
」
の
金
色
に
輝
く
巨
大
な

文
字
が
、
よ
り
高
い
と
こ
ろ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

博
物
館
で
は
‘
張
亜
燒
副
館
長
の
歓
迎
を
受
け
た
。
張
氏
は
、

「
漢
字
春
秋
ー
宝
憩
出
土
文
物
輿
漢
字
文
化
展
ー
」
と
題
す
る
展

示
を
中
心
に
、
時
に
展
示
品
に
関
す
る
詳
し
い
解
説
を
交
え
な
が

ら
、
精
力
的
に
館
内
を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
後
、

一
室

に
招
か
れ
て
我
々
は
張
氏
と
会
談
し
た
（
写
真
19)
。

張
氏
の
話
に
よ
る
と
、
本
博
物
館
は

一
九
八
八
年
、
周
代
の
青

銅
器
を
中
心
に
約

一
万
五
千
点
を
収
蔵
す
る
宝
鶏
市
博
物
館
と
し

て
開
館
、
そ
の
後
一
九
九
八
年
に
、
中
国
初
の
青
銅
器
専
門
の
博

物
館
と
な
っ
た
。
現
在
の
職
員
数
は
、
専
門
員
二
十
八
名
を
含
め

て
総
勢
六
十

S
七
十
人
程
度
だ
そ
う
だ
。
建
物
は
全
体
的
に
痛
み
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写
真
1
9
張
亜
博
副
館
長
と
の
会
談

が
激
し
く
‘
立
て
替
え
の
計
画
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

館
内
の
展
示
品
で
特
に
牒
味
を
ひ
か
れ
た
の
は
、
銘
文
の
中
に

「
中
國
」
の
語
が
初
め
て
登
場
す
る
と
い
う
何
尊
、
周
原
で
発
見

-
)・
1
・

さ
れ
た
甲
骨
文
、
二

0
0
三
年
に
映
西
省
眉
県
楊
家
村
の
容
蔵
か

ら
出
土
し
た
西
周
の
青
銅
器
群
な
ど
で
あ
る
。
宝
鶏
の
近
く
か
ら

発
見
さ
れ
た
文
字
資
料
は
、
こ
う
し
た
金
文
や
甲
骨
文
、
或
い
は

石
鼓
文
や
陶
器
に
記
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
、
節
贖
の
類
は
ま
っ

た
く
な
い
。

本
博
物
館
の
代
表
的
な
収
蔵
品
で
あ
る
何
尊
は
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
の
中
で
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
ら
れ
て
展
示
さ
れ
て
い
た
（
写

真
20)
。
も
っ
と
も
、
機
械
が
壊
れ
て
い
る
よ
う
で
回
っ
て
は
い
な

か
っ
た
。

周
原
で
発
見
さ
れ
た
甲
骨
は
‘
殷
墟
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
比

較
す
る
と
、
刻
ま
れ
た
文
字
が
極
め
て
微
細
で
あ
る
。
肉
眼
で
は

ほ
と
ん
ど
文
字
が
識
別
で
き
な
い
ほ
ど
で
、
そ
の
た
め
展
示
さ
れ

て
い
た
甲
骨
の
前
に
は
、
拡
大
す
る
た
め
の
ル

ー
ペ
が
設
置
さ
れ

て
い
た
。
張
氏
の
説
明
で
は
‘
甲
骨
自
体
が
細
か
く
砕
け
て
お
り
、

完
全
な
形
で
出
士
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
小

さ
な
文
字
を
、
ど
の
よ
う
な
道
具
を
使
っ
て
刻
ん
だ
の
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
に
し
て
読
ん
だ
の
か
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
小

さ
く
彫
っ
た
の
か
、
こ
う
い

っ
た
点
な
ど
に
つ

い
て
も
、

ま
だ
解

明
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。
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筆
者
が
最
も
感
銘
を
受
け
た
の
は
‘
「
盛
世
吉
金
ー
眉
県
楊
家
村

出
土
文
物
特
別
展
」
と
し
て
陳
列
さ
れ
て
い
た
、
楊
家
村
の
舎
蔵

か
ら
出
土
し
た
青
銅
器
群
で
あ
る
。
保
存
状
態
が
非
常
に
よ
く
‘

青
銅
器
が
本
来
備
え
て
い
た
金
色
の
輝
き
を
留
め
て
お
り
、
銘
文

も
は
っ
き
り
と
見
え
た
（
写
真

21)
。

楊
家
村
の
容
蔵
か
ら
出
土
し
た
青
銅
器
は
、
鼎
が
十

二

（
四
十

二
年
迷
鼎
ー
ニ
、
四
十
三
年
迷
鼎
ー
十
）
、

一0回
が
九
（
輩
叔
一恐）、

方
壺
が
二

（
輩
五
父
壺
）
、
盤
・
孟
•
未
皿・
匝
が
そ
れ
そ
れ

一

（
迷

写
真
2
0
何
臨

写
真

21

楊
家
村
容
蔵
出
土
の
鼎
の
銘
文
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盤
・
天
孟
•
迷
盃
．
叔
五
父
匝
）
の
、
合
計
二
十
七
で
あ
る
。
そ

の
す
べ
て
に
銘
文
が
あ
り
、
字
数
の
合
計
は
四
千
字
に
も
の
ぼ
る
。

張
氏
の
説
明
に
よ
る
と
、
容
蔵
か
ら
出
土
し
た
青
銅
器
は
、
墓

か
ら
出
土
し
た
副
葬
品
、
及
び
民
間
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
（
古

く
に
偶
然
見
つ
か
っ
た
り
、
或
い
は
盗
掘
さ
れ
た
後
、
民
間
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
と
比
較
す
る
と
、
一
般

に
状
態
が
よ
く
、
本
来
の
金
色
を
留
め
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
、
容
蔵
か
ら
出
土
し
た
青
銅
器
に
も
錆
が
付
着
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
特
に
粉
状
を
し
た
錆
は
有
害
だ
そ
う
で
あ
る
。

容
蔵
か
ら
多
数
の
青
銅
器
が
出
土
し
た
例
は
、
楊
家
村
以
外
に

も
、
一
九
七
五
年
の
岐
山
県
菫
家
村
の
容
蔵
、
一
九
七
六
年
の
扶

風
県
荘
白
一
号
窟
蔵
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
多
数
の
青
銅
器
が

出
土
し
て
い
る
（
博
物
館
内
で
は
、
「
岐
山
菫
家
村
西
周
青
銅
器
筈

蔵
専
題
展
」
も
開
か
れ
て
い
た
）
。
現
在
、
博
物
館
と
し
て
は
積
極

的
な
発
掘
調
査
を
行
っ
て
は
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後

も
新
た
な
出
土
に
よ
っ
て
、
収
蔵
品
は
増
え
る
と
予
測
さ
れ
る

C

博
物
館
の
入
り
口
付
近
に
は
、
大
克
鼎
や
毛
公
鼎
、
散
氏
盤
な

ど
大
型
の
青
銅
器
の
レ
プ
リ
カ
が
置
か
れ
、
参
観
者
が
自
由
に
触

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
大
克
鼎
な
ど
の
実
物
は
、
現
在
上
海

博
物
館
や
台
北
・
故
宮
博
物
院
な
ど
他
の
場
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
が
、
も
と
も
と
は
清
代
に
宝
鶏
付
近
、
周
原
一
帯
か
ら
出
土
し

た
も
の
で
あ
る
。
レ
プ
リ
カ
を
撫
で
つ
つ
、
こ
こ
は
本
当
に
「
青

九
月
二
日
、
午
前
八
時
五
十
分
、
我
々
は
今
回
の
学
術
調
査
に

お
け
る
最
後
の
訪
問
先
で
あ
る
上
海
博
物
館
に
到
着
し
た
。
裸
茅

左
先
生
と
の
約
束
は
、
開
館
時
間
の
午
前
九
時
。
入
り
口
で
待
っ

て
い
る
と
、
入
館
者
に
ま
じ
っ
て
膜
先
生
が
近
づ
い
て
こ
ら
れ
た
。

す
ぐ
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
そ
れ
か
ら
館
内
一
階
の
応
接
室
で

一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

実
は
、
液
先
生
と
は
日
本
を
出
発
す
る
時
点
で
連
絡
が
取
れ
ず
、

は
た
し
て
今
回
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
若
干
の

不
安
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
西
安
か
ら
一
足
先
に
上
海
に
戻
っ
た

ス
ル
ー
ガ
イ
ド
の
呉
穎
さ
ん
の
お
陰
で
連
絡
が
つ
き
‘
昨
年
に
続

い
て
の
会
見
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

顧
み
れ
ば
、
筆
者
が
戦
国
楚
簡
研
究
会
の
一
員
と
し
て
は
じ
め

て
上
海
博
物
館
を
訪
問
し
、
膜
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、

二
0
0
一
年
八
月
で
あ
っ
た
。
翌
二

0
0
二
年
八
月
に
も
続
い
て

訪
間
し
た
が
、
こ
の
二
回
の
訪
問
の
お
り
に
は
、
元
館
長
の
馬
承

源
先
生
も
お
元
気
で
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
我
々
の
質
問
に
懇
切

に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
後
、
二

0
0
四
年
九
月
二
十
五
日

六
、
上
海
博
物
館

銅
器
の
郷
」
な
の
だ
と
強
く
感
じ
た
。

（
竹
田
健
二
）
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に
馬
承
源
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
て
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
膜
先
生
に

も
お
目
に
か
か
る
機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
昨
年
八
月
に
四

年
振
り
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
、
今
回
で
四
度
目
の
会
見

と
な
っ
た
。

昨
年
の
会
見
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
中
国
湖
南
省
長
沙
学
術
調

査
報
告
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
一
号
、
二

0
0
六
年
）
お

よ
び
「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
簡
「
字
書
」
に
関
す
る
情
報
」
（
『
中

国
研
究
集
刊
』
第
四
十
三
号
、
二

0
0
六
年
）
に
お
い
て
報
告
し

た
が
、
今
回
檬
先
生
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
「
戦
国
楚

簡
「
字
書
」
に
関
す
る
補
足
的
な
情
報
」
と
「
今
後
公
表
が
予
定

さ
れ
て
い
る
上
博
楚
簡
に
関
す
る
情
報
」
と
に
二
大
別
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（

）

戦

国

楚

簡

に

関

す

る

補

足

的

な

情

報

①
「
字
書
」
の
形
式
は
、
現
在
の
字
書
か
ら
は
説
明
で
き
ず
、

部
首
の
数
は
少
な
く
と
も
数
十
と
い
う
程
度
の
も
の
で
は
な

、。し
②
竹
簡
一
枚
に
見
出
し
字
一
字
分
が
対
応
す
る
形
式
で
は
な
く
、

一
枚
に
数
字
分
が
ま
た
が
る
連
写
形
式
を
も
つ
。

③
「
字
書
」
の
出
土
地
は
、
他
の
上
博
楚
簡
と
近
い
場
所
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
上
海
博
物
館
の
収
蔵
に
至
る
ま
で
の

経
緯
が
複
雑
で
あ
る
た
め
特
定
で
き
な
い
。

（
二
）
今
後
公
表
が
予
定
さ
れ
て
い
る
上
博
楚
簡
に
関
す
る
情
報

①
両
面
に
そ
れ
ぞ
れ
別
種
の
文
献
が
書
写
さ
れ
て
い
る
竹
簡
の

う
ち
、
す
で
に
正
面
を
公
表
し
た
資
料
の
背
面
を
新
た
に
公

表
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
背
面
を
再
利
用
し
た
も
の
で
、

正
面
と
は
内
容
的
に
関
連
し
な
い
。

②
音
律
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
音
楽
理
論
の
研

究
家
と
箪
の
演
奏
家
と
の
二
人
の
専
門
家
に
よ
っ
て
整
理
が

進
行
中
で
あ
る
。
二
人
は
戦
国
期
に
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
音

律
が
存
在
し
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
驚
い
て
い
た
。

裸
先
生
は
、
我
々
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
、
時
に
上
博
楚
簡
に

関
わ
る
ご
自
身
の
心
情
を
吐
露
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
噂
が
流
れ
、
偽
物
だ
と
い
う
人
も
い
た
が
、
ま

っ
た
く
と
ん
で
も
な
い
話
で
す
。
竹
簡
を
購
入
し
た
段
階
で

十
分
な
確
信
が
あ
り
、
そ
れ
は
科
学
的
な
分
析
に
よ
っ
て
も

裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
香
港
に
流
出
し
た
時
の
楚
簡
は
泥
ま

み
れ
の
状
態
で
、
に
わ
か
に
真
偽
の
判
別
も
つ
か
ず
、
ゆ
っ

く
り
鑑
定
で
き
る
よ
う
な
時
間
的
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
馬
承
源
元
館
長
の
英
断
で
購
入
が
決
定
さ
れ
た
の
で

す
。
私
は
馬
承
源
元
館
長
の
文
物
鑑
定
家
と
し
て
の
眼
力
を

心
か
ら
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
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推
茅
左
先
生

（
中
央
）

と
の
会
見

写
真
23

液
茅
左
先
生
と
研
究
会
メ
ン
ハ

ー
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と
の
に
は
、
貴
重
な
文
物
の
流
出
を
瀬
戸
際
で
食
い
止
め
た
、

馬
承
源
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
見
識
に
あ
ら
た
め
て
深

い
敬
意
を
抱
く
と
と
も
に
、
学
術
的
良
心
の
か
け
ら
も
な
い
無
責

任
な
咄
が
残
す
傷
口
の
深
さ
に
強
い
憤
り
を
覚
え
た
。
ま
た
、

上
博
楚
簡
の
整
理
に
か
か
わ
っ
て
以
来
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

大
き
い
で
す
。
し
か
し
、
国
内
外
の
す
ぐ
れ
た
研
究
者
は
つ

ね
に
最
前
線
に
立
っ
て
研
究
を
推
進
し
て
お
り
、
私
も
そ
う

し
た
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い
の
で
す
。

と
の
発
言
に
は
、
歴
史
的
意
義
を
も
つ
資
料
の
整
理
に
携
わ
る
一

人
の
研
究
者
と
し
て
の
自
負
と
決
意
と
を
垣
間
見
る
思
い
が
し
た
。

最
後
に
、
膜
先
生
が
我
々
に
語
ら
れ
た
馬
承
源
先
生
の
言
葉
を

紹
介
し
て
、
報
告
の
結
び
と
し
た
い
。

上
博
楚
簡
の
意
義
は
、
上
海
博
物
館
を
も
う
―
つ
建
設
す
る

よ
う
な
大
事
業
に
匹
敵
す
る
。
上
博
楚
簡
の
研
究
は
こ
れ
か

ら
百
年
以
上
続
き
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

（
福
田
哲
之
）
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